
開会式                            第 1 会場（8：30～） 

 

一般演題１「食物アレルギー」  

第１会場 （8：40 ～ 9：20）  

座長：緒方 美佳（熊本大学大学院 生命科学研究部 小児科学講座）  

 

１．大豆が原因と考えられた食物依存性運動誘発アナフィラキシーの一例 

稲田 由紀子（国立病院機構東佐賀病院小児科） 

２．食物運動負荷試験で陽性となったサーモンアレルギーの 1 例 

   杉山 晃子（NHO 福岡病院アレルギー科） 

３．長年原因不明だった運動誘発アナフィラキシーの背景にあったもの：GRP 関連 FDEIA

の一例 

   福嶋 健人（国立病院機構福岡病院 アレルギー科） 

４．小児における牛乳経口負荷試験の安全性と有効性 

   緒方 美佳（熊本大学大学院生命科学研究部 小児科学講座） 

５．当院の初回ゆで卵白 1g 食物経口負荷試験の安全性とリスク因子の検討 

   永山 悠悟（福岡大学病院 小児科） 

 

 

 

一般演題２「内科・皮膚科」  

第 2 会場 （8：40 ～ 9：20） 

座長：小池 雄太（長崎大学病院 皮膚科・アレルギー科）  

 

６．EGPA に対してメポリズマブ投与中に発症した乾癬の一例 

津村 健二（久留米大学医学部内科学講座 呼吸器・神経・膠原病内科） 

７．抗 Th/To 抗体、抗 OJ 抗体陽性の限局皮膚硬化型全身性強皮症の 1 例 

宮城 拓也（琉球大学医学部皮膚科） 

８．遺伝性血管性浮腫の急性発作時治療に関する患者実態調査～早期治療実現に対する障

壁の解析～ 

本田 大介（千葉大学病院 腎臓内科） 

９．長崎大学での遺伝性血管性浮腫（HAE）のまとめ 

竹中 基（長崎大学病院 皮膚科・アレルギー科） 

10．メソトレキセートによる手足症候群が疑われた一例 

西村 美紅（九州医療センター皮膚科） 

 

 

 



一般演題３「食物アレルギー」   

第１会場 （9：25 ～ 10：13）  

座長：西小森 隆太（久留米大学医学部 小児科学講座） 

 

11．卵黄の食物蛋白誘発胃腸炎症候群(FPIES)における血清 TARC 値の有用性の検討 

石倉 稔也（田川市立病院 小児科） 

12．当院の FPIES における症状誘発後の TARC の変化と重症度との関連 

 光安 幸奈（国立病院機構福岡病院 小児科） 

13．当院の食物アレルギーの成人移行支援の取り組みと課題 

伴 尚子（福岡市立こども病院 栄養管理室、小児アレルギーエデュケーター） 

14．食物アレルギーを有する幼児のアレルギー理解度と保護者の認識に関する調査 

藤間 知夏（中村学園大学 栄養科学部 栄養科学科） 

15．当院での木の実類アレルギーの臨床的特徴のまとめ 

森田 駿（NHO 嬉野医療センター） 

16．魚介アレルギーが疑われ長崎大学病院を受診した２７例のまとめ 

松本 舞（長崎大学病院 皮膚科・アレルギー科） 

 

 

 

一般演題４「内科・耳鼻咽喉科」   

第 2 会場 （9：25 ～ 10：13） 

座長：福山 聡（国立病院機構大牟田病院 呼吸器センター） 

 

17．気道過敏性亢進における TSLP と mast cells の役割 

桑原 雄紀（佐賀大学医学部附属病院 呼吸器内科） 

18．Dupilumab が著効した Aspergillus udagawae による難治性アレルギー性気管支肺真菌

症の一例 

田代 宏樹（佐賀大学医学部附属病院 呼吸器内科） 

19．生物学的製剤の使用後に心機能障害を発症した 1 例 

知花 賢治（国立病院機構沖縄病院 呼吸器内科） 

20．当館におけるゲーファピキサント使用症例の臨床的検討 

貞松 宏典（佐賀県医療センター好生館 呼吸器内科） 

21．反復性無気肺を合併した治療抵抗性の気管支喘息急性増悪の 1 例 

久木元美友（鹿児島大学大学院医歯学総合研究科 呼吸器内科学） 

22．IgG4 関連疾患精査中に EGPA 主要所見が顕在化した一例 

宮本 佑美（今村総合病院 頭頸部・耳鼻咽喉科） 

 

 



教育講演 1                              

第１会場 （10：20 ～ 11：10）  

座長：本村 知華子（国立病院機構福岡病院 小児科） 

 

アトピー性皮膚炎治療が拓くアレルギー診療の可能性： デュピルマブの多面的効果に着目

して 

演者：杉山 晃子（国立病院機構福岡病院 アレルギー科） 

共催：サノフィ株式会 

 

 

 

教育講演 2 

第 2 会場 （10：20 ～ 11：10） 

座長：坂上 拓郎（熊本大学大学院 生命科学研究部 呼吸器内科学講座） 

 

重症喘息治療の新たな選択肢 Depemokimab について考える 

演者：坪内 拡伸 

（宮崎大学医学部内科学講座 呼吸器・膠原病・感染症・脳神経内科学分野） 

共催：グラクソ・スミスクライン株式会社 

 

 

 

招請講演 1 

第 1 会場 （11：15 ～ 11：55） 

座長：手塚 純一郎（福岡市立こども病院 アレルギー・呼吸器科） 

 

小児喘息の自然史と肺機能 Trajectory―成長に伴う変化と分岐点 

演者：増本 夏子（国立病院機構福岡東医療センター 小児科） 

 

 

 

ランチョンセミナー 

第 1 会場 （12：05 ～ 13：05） 

座長：室田 浩之（長崎大学大学院医歯薬学総合研究科 皮膚病態学）  

 

病態理解・薬剤の作用機序から考える アトピー性皮膚炎の治療戦略 

演者：中原 剛士（九州大学大学院医学研究院 皮膚科学分野）  

共催：鳥居薬品株式会社 



アフタヌーンセミナー 

第 1 会場 （13：15 ～ 14：15） 

座長：福島 聡（熊本大学大学院生命科学研究部 皮膚病態治療再建学講座） 

 

１ アトピー性皮膚炎治療における IL-13 の役割について  

演者：澤田 雄宇（産業医科大学医学部 皮膚科学教室） 

２ アトピー性皮膚炎治療の進歩とオルミエントの位置付け 

演者：杉田 和成（佐賀大学医学部内科学講座 皮膚科） 

共催：日本イーライリリー株式会社 

 

 

 

招請講演 2                              

第 1 会場 （14：25 ～ 15：05） 

座長：深堀 範（長崎大学病院呼吸器内科）  

 

重症喘息の分子病態と制御 

演者：田代 宏樹（佐賀大学医学部附属病院 血液・呼吸器・腫瘍内科）  

 

 

 

教育講演 3 

第 1 会場 （15：10 ～ 16：00） 

座長：波多野 豊（大分大学医学部 皮膚科学講座） 

 

青年期から成人期の AD 管理を再考する～改めて考えるリンヴォックのポジショニング～ 

演者：佐藤 絵美（福岡大学医学部皮膚科学教室） 

共催：アッヴィ合同会社 

 

 

 

一般演題５「基礎・皮膚科」  

第１会場 （16：05 ～ 16：37）  

座長：竹中 基（長崎大学大学院医歯薬学総合研究科皮膚病態学） 

 

23．ペット飼育歴が診断の契機となった皮膚症状を伴うイネ科アレルギーの 2 例 

今村 桜子（国立病院機構 福岡病院皮膚科） 

 



24．アトピー性皮膚炎マウスモデルを用いたステロイド外用薬による皮膚病変形成機序の

解析 

大澤 ひかる（佐賀大学医学部 分子生命科学講座 アレルギー学分野 

佐賀大学医学部 分子生命科学講座 分子医化学分野） 

25．多職種医療従事者によるアトピー性皮膚炎患者指導アプリの開発 

小池 雄太（長崎大学病院皮膚科・アレルギー科） 

26． アトピー性皮膚炎における血管反応異常：アセチルコリン軸からの再考 

室田 浩之（長崎大学大学院医歯薬学酥油号研究科皮膚病態学長崎大学病院 

皮膚科・アレルギー科） 

 

 

 

一般演題 6「小児科（食物アレルギー以外）」  

第 2 会場 （16：05 ～ 16：29） 

座長：橋本 邦生（長崎大学大学院医歯薬学総合研究科 小児科） 

 

27．舌下免疫療法(SLIT)を施行した小児アレルギー性鼻炎(AR)における鼻腔抵抗の変化 

本村 知華子（国立病院機構福岡病院小児科） 

28．一般家庭におけるスキンケア実施状況と情報源に関するアンケート調査 

岩永 晃（佐賀県医療センター好生館） 

29．小児気管支喘息児における成人移行支援プログラム導入の試み 

津田 浩和（福岡市立こども病院薬剤部 PAE） 


